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今月の行事
１日(木)‥交通事故ゼロ・歩行者優先の日

６日(火)‥春の全国交通安全運動(～15日)

10日(土)･･交通事故死ゼロを目指す日

15日(木)‥シルバー交通安全の日

18日(日)‥交通安全話し合いの日

23日(金)‥踏切事故防止の日

慣れ・油断の運転行動をコントロール

春の全国交通安全運動！
【運動期間】

令和3年4月6日（火）～4月15日（木）

※ 4月10日（土）交通事故死ゼロを目指す日

【運動スローガン】

ぼくを見て 横断歩道の 小さな手

【運動重点】

(1) 子どもと高齢者を始めとする

歩行者の安全の確保

(2) 自転車の安全利用の推進

(3) 歩行者等の保護を始めとす

る安全意識の向上

わたります 止まるやさしさ ありがとう

先進安全技術はあくまでも安全運転の支援で、機能には限界あり！

交通事故が増加中！

新型コロナウィルスにより外出が自

粛されていましたが、新しい生活様

式を踏まえ、車を運転する機会が増

え、このことが遠因となり事故が増え

ています。特に、駐車場内での事故

が多くなっていますので注意して運

転しましょう！

交通事故防止に
取り組みましょう

通り慣れた道路でも、
「もしかして」と危険予測を！

いつも同じような道路を運転していると、ど
うしても危険に対する感受性が鈍くなり、「こ
この交差点は車が来ない交差点」とか「道路を
横断する歩行者の姿を見たことがない」といっ
た経験から、危険を発見しようという意識が薄
れてしまい、結果として見落としにつながる場
合があるということです。
よく知っている場所を走行す

るときこそ、あえて、慣れ親し
んでいる状況とは逆の状況を予
測し、「今日は、バイクが飛び
出してくるかも」、「歩行者が横断をしている
かも」といった危険に対する意識を高めること
をおすすめします。
今まで考えていなかった危険を意識して予測

してみると、確認しなくては不安だという気持
ちが芽生え、運転行動が慎重になり気づかなか
ったことにも目がいくようになります。

二本松市内の全小学校に教材配布

「サポカー」に搭載されている先進安全技術は、交通事故の防止や被害の軽減

に役立ちますが、機能には限界があります。路面や気象条件によっては作動し

ない場合もありますので、機能を過信せず、引き続きドライバーの皆さんが常

に安全運転に心がけていただくようお願いします。

小学生向けの交通安全教材として、「学年別の
交通安全」を全児童に配布しました。児童の成長
度や理解度、日常生活における生活・行動パター
ン、自転車の利用状況、児童の交通事故発生実態
などを勘案したうえで、各学年で重点的に教育す
べき項目・内容に振り分けられており、その学年
の児童がしっかり理解できるように工夫され、１
年生から６年生が「短時間、少しずつ、繰り返し」
継続的かつ効果的な教育を行うことを目的として
います。家庭での交通安全指導に役立つ「保護者
の方へのお願い」も掲載してあります。

交通事故防止、積極的に参加
４月は新学期を迎え、新入学児童・生徒の交通事

故に配慮したい時期です。新型コロナウイルス感染
症の関係もあり、学校の行事が例年通りに行われる
か、不透明な部分もありますが、子ども達の命を守
ることに関して休みはありません。学校生活に慣れ
ない子ども達が交通に参加します。企業なども新年
度になり新たな体制になったり、新入社員が慣れな
い生活を送ることで、交通事故に遭うことが予想さ
れます。春になり気候がよくなると、気が緩みつい
わき見運転をしたり、油断して事故を起こすことも
あります。初心に戻り危険を予測し、意識を高め、
交通事故防止に努めましょう。


